
第５回エコツーリズムフォーラム２０１６ 
『豊かな瀬戸内海の創生を目指したエコツーリズムの推進と役割』 

～新・瀬戸内法の具現化と活力ある島々の再生に向けて～ 

 

６.エコツーリズムフォーラム 



日 時：平成２８年１月３０日 
    １３：００～１７：００ 
場 所：リージャス  
    ひろしまハイビル２１ 
参加費：無料 
参加人数：９５名（関係者含む） 

６.エコツーリズムフォーラム 



主 催 
瀬戸内ツーリズム推進協議会 
構成：広島県・呉市・廿日市市・（一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会 
 

後 援 
環境省中国四国地方環境事務所／EPOちゅうごく（環境省中国環境パートナー
シップオフィス）／中国経済連合会／ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会／ 
一般社団法人日本旅行業協会／中国新聞社／学校法人鶴学園広島工業大学／ 
学校法人ひらた学園ＩＷＡＤ環境福祉専門学校 
 

協 力 
ＮＰＯ法人自然環境ネットワークＳＡＲＥＮ／ＮＰＯ法人自然と釣りのネッ
トワーク／日本ミクニヤ株式会社／総合技研株式会社／ひろでん中国新聞旅
行株式会社 

６.エコツーリズムフォーラム 



当日配布のパンフレット 

６.エコツーリズムフォーラム 



来賓挨拶 

築島 明（環境省中国四国地方環境事務所 所長） 

平口 洋 （衆議院議員・環境副大臣）  

６.エコツーリズムフォーラム 

森永 智絵（広島県環境県民局 局長） 



第１部 「国内外のエコツーリズムの推進と取り組み」 

「国際基準に準ずるエコツーリズム 
 の実践と運用改善～アジアからの提案～」 

高山 傑 （アジアエコツーリズムネットワーク(AEN)  理事長） 

「平成27年度 瀬戸内ツーリズム推進協議会活動報告」 
上嶋 英機（瀬戸内ツーリズム推進協議会 会長）  

６.エコツーリズムフォーラム 



第２部 
「豊かな瀬戸内海の創生を目指したエコツーリズムの推進と役割」 

「パネルディスカッション」 

コーディネーター 上嶋 英機（瀬戸内ツーリズム推進協議会 会長） 
パネラー     高山 傑 （アジアエコツーリズムネットワーク(AEN)  理事長） 
         梅村 幸平（広島県環境県民局環境保全課 課長） 
         中川 幸雄（南丹市美山エコツーリズム推進協議会 会長） 
         佐古 建彦（循環型農業を進める会 世話人） 

６.エコツーリズムフォーラム 



６.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声 

総合評価 
第1部 

第2部 

アンケートに答えて頂いた全員に満足頂いた。 



良かった点 
○様々な立場の方がそれぞれの思いで頑張っていることに感銘を受けた。 
○瀬戸内という、広い範囲での取り組みは、とても心強く思った。 
○いろいろな状況、立場、取り組みの方々の話があり、参考になった。 
○佐古さんの「柱島プロジェクト」は、竹林の多い周防大島（故郷）で竹の再
活用に取り組んでいる方もいらっしゃるので紹介したい。 
○エコツーリズムにも国際基準がある等、国外の情報等を知ることができた。 
○パネラーの方々の現在の取り組みへの熱い思いが伝わってきた。 
○エコツーリズムの難しさ、おもしろさ、人と人との結びつき力の大切さが分 
 かった。 
○世界の動き（視点）の一端を聞けてよかった。 
○今後の発展を期待する。つながるパネリストの方が多く、励みになった。 
○今まで知らなかったコアな知識を得られたこと。 
○現在うまくいっている点、問題となっている点が非常に分かりやすく、ため 
 になった。 
○パネラーが豊富で多彩な顔ぶれで色々な話が聞けてよかった。 
○国際的視点あり、県外（関西）の事例あり、近隣の情報ありと、参考になり 
 勉強にもなり、有意義な時間だった。 

 

６.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 



改善してほしい点 
○事例発表の時間が少ない。 
○室内が暖かすぎた。 
○パネルディスカッションが質疑応答で終わってしまったこと。 
○スライドが暗い。パワーポイントが見にくい。 
○音響があればよかった。 
○駆け足で進むことが多かったこと。 
○時間がつまりすぎていると感じた。 
○もう少し休憩時間を増やしてほしい。 
 

６.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 



その他 
○上嶋先生のエコツーリズムツアーは、先進的（レベルが高い、効果大、きめ  
 細かい対応）なやり方なので、全国に発進してほしい。 
○裾野を広げて、会員を増やすためにも、エコ塾などしてほしい。 
○エコツーリズム＝農林活性化のような印象を受けた。 
○日本のエコツアーが日本人にどこまで受け入れられるかが心配。 
○島に人が多く来ても、そこに住んでもらえないとダメなので、そこをどう 
 思っているかが知りたい。 
○協議会でエコツーリズム資格を作るべき。 
○生物多様性の観点をもっと入れるべき。 
○島嶼部の他に、沿岸部についても情報発信してもらいたい。 
○人材育成について。 
○ごみ清掃について、その運搬処理について費用等を教えてほしい。またイベ  
 ント等の際に回収する人の他に、運搬、処理の人の集め方を教えてほしい。 
 
 

６.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 


